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戦
後
初
期
、
延
辺
に
お
け
る
基
層
社
会
政
権
の
変
容

　
　
　　
　
　
　
　
　

延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
と
中
国
共
産
党
と
の
関
係
に
着
目
し
て　
　

 

尹　
　
　

国　
　

花

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

本
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
（
以
下
、
戦
後
と
表
記
す
る
）
1
（

）
初
期
の
延
辺
地
域
に
存
在
し
た
朝
鮮
人
に
よ
る
社
会
団
体
で
あ
る
中
華

民
国
東
北
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
（
通
称
：
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
。
以
下
、
原
則
と
し
て
民
盟
と
表
記
す
る
）
の
活
動
と
解
散
過
程
に
関
す

る
詳
細
な
検
討
を
通
し
て
、
当
該
地
域
の
政
治
動
向
と
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
と
表
記
す
る
）
の
諸
政
策
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
分

析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

戦
後
、
米
ソ
二
大
陣
営
に
よ
る
冷
戦
構
造
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ソ
連
の
極
東
戦
略
は
中
ソ
朝）2
（

関
係
の
み
な
ら
ず
、
中
国
東

北
地
方
に
お
け
る
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
と
表
記
す
る
）
と
中
共
と
の
主
導
権
争
い
や
、
延
安
の
中
共
中
央
委
員
会
（
以
下
、
中
共

中
央
と
表
記
す
る
）
と
中
共
東
北
党
委
員
会
）
3
（

と
の
間
の
権
力
配
分
に
対
し
て
も
強
い
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
初
期
、
中

共
は
東
北
地
方
に
お
い
て
ソ
連
軍
と
、
ソ
連
軍
と
と
も
に
東
北
地
方
に
進
出
し
て
き
た
東
北
抗
日
聯
軍
の
力
量
に
大
き
く
依
存
し
て
お

り
、
ソ
連
軍
を
利
用
し
な
が
ら
短
期
間
で
東
北
地
方
に
権
力
を
浸
透
さ
せ
た
。
ソ
連
軍
は
当
初
東
北
地
方
に
お
い
て
国
共
両
党
の
勢
力

一
五
九
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が
共
存
す
る
こ
と
を
黙
認
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
支
持
を
受
け
て
い
た
国
民
党
へ
の
不
満
か
ら
一
九
四
五
年
一
〇
月
以
降
、

中
共
支
持
へ
と
態
度
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は
戦
後
初
期
か
ら
一
貫
し
て
中
共
中
央
の
急
速
な
勢
力
拡
大
を
望
ん
で

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
）
4
（

。
そ
し
て
、
ソ
連
軍
と
中
共
と
の
関
係
は
対
等
で
は
な
く
、
主
導
権
は
ソ
連
軍
が
握
っ
て
い
た
）
5
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
戦
後
初
期
の
段
階
か
ら
国
民
党
と
の
主
導
権
争
い
に
お
い
て
東
北
解
放
区
を
設
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
た
中
共
中
央
は
、「
北
進
南
防
」
の
方
針
を
明
確
に
し
、
延
安
よ
り
二
万
人
の
幹
部
を
東
北
地
方
に
派
遣
し
た
。
延
安
幹
部

は
派
遣
先
で
養
成
し
た
幹
部
と
貧
農
・
雇
農
層
を
動
員
し
て
土
地
改
革
な
ど
各
種
政
策
を
実
施
し
、
現
地
政
権
の
基
盤
を
築
い
た
。
こ

の
構
図
は
南
方
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
中
共
は
南
方
に
お
い
て
は
、
既
存
の
宗
族
関
係
を
「
解
体
」
し
て
国
家
権
力
を
浸
透
さ
せ
る

こ
と
を
重
視
し
た
）
6
（

。
中
共
の
中
国
各
地
に
お
け
る
権
力
浸
透
の
過
程
は
地
域
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

漢
人
地
域
と
少
数
民
族
地
域
を
比
較
す
る
と
、
中
共
の
権
力
浸
透
方
法
に
大
き
な
相
違
点
は
な
か
っ
た
。
少
数
民
族
地
域
に
お
い
て

は
、
少
数
民
族
幹
部
が
中
共
党
指
導
部
の
一
定
の
割
合
を
占
め
る
構
成
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
指
導
部
は
多
く
の
場
合
漢
人
中
心
の

構
成
で
あ
っ
た
）
7
（

。
中
共
が
後
に
中
国
の
民
族
区
域
自
治
制
度
の
モ
デ
ル
と
し
た
内
蒙
古
自
治
区
へ
の
権
力
浸
透
を
図
っ
た
際
に
も
、
党

勢
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
よ
り
延
安
か
ら
多
数
の
漢
人
幹
部
と
少
数
の
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
を
派
遣
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
戦

後
初
期
、
中
共
中
央
が
直
ち
に
延
安
よ
り
内
蒙
古
に
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
を
派
遣
し
た
こ
と
で
、
内
蒙
古
で
は
中
共
の
影
響
力
が
強
く
働

き
、
モ
ン
ゴ
ル
人
内
部
の
結
束
を
破
壊
し
、
中
共
中
央
の
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
よ
り
容
易
に
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
中
共
中

央
の
内
蒙
古
へ
の
権
力
浸
透
に
お
け
る
最
優
先
課
題
は
、
内
蒙
古
の
「
独
立
」
に
向
け
た
民
族
運
動
の
動
き
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
）
8
（

。

一
六
〇
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そ
れ
で
は
、
同
じ
く
少
数
民
族
地
域
で
あ
る
延
辺
地
域
の
社
会
状

況
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
後
初
期
の
延
辺

で
は
朝
鮮
半
島
か
ら
移
住
し
た
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
朝
鮮
人
が
人

口
の
八
割
を
占
め
て
お
り
、
彼
ら
は
長
ら
く
中
国
で
暮
ら
し
て
い
た

も
の
の
、
祖
国
は
朝
鮮
で
あ
る
と
い
う
強
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
初
期
、
内
蒙
古
で
民
族
主
義
者
の
独

立
を
め
ぐ
る
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
比
し
て
、
延
辺
で
は

そ
の
よ
う
な
動
き
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島

の
情
勢
が
不
安
定
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
の
下
で
、
延
辺
朝
鮮
人
に

と
っ
て
最
優
先
と
思
わ
れ
て
い
た
の
は
、
自
ら
の
独
立
で
は
な
く
朝

鮮
半
島
の
解
放
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）
9
（

。
ま
た
、
前
述
し
た

内
蒙
古
で
の
権
力
浸
透
の
過
程
と
は
異
な
り
、
延
辺
に
お
い
て
は
初

期
に
主
導
権
を
持
っ
て
い
た
の
は
延
安
か
ら
派
遣
さ
れ
た
幹
部
で
は

な
く
、
東
北
抗
日
聯
軍
出
身
幹
部
な
ど
、
ソ
連
と
朝
鮮
北
部
か
ら
の

影
響
を
多
く
受
け
て
い
た
朝
鮮
人
幹
部
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
延

辺
で
は
中
共
の
民
族
幹
部
内
部
の
政
治
分
岐
を
利
用
し
て
権
力
の
浸

花松
江

綏
芬 河

図
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透
が
図
ら
れ
た
。
内
蒙
古
と
延
辺
の
政
策
の
差
異
は
中
共
の
少
数
民
族
政
策
の
多
様
な
あ
り
様
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
中
共
は
戦
後
初
期
の
延
辺
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
人
の
支
持
獲
得
を
優
先
し
て
、
民
盟
の
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
を
自
陣
営
へ
取

り
込
む
こ
と
を
企
図
し
た
。
民
盟
に
関
す
る
研
究
は
寥
々
た
る
状
況
で
あ
り
、
既
存
の
研
究
に
お
い
て
は
同
時
期
に
民
盟
が
存
在
し
た

こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
共
通
し
て
、
民
盟
の
前
身
で
あ
っ
た
諸
団
体
が
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
自
発
的

に
結
成
さ
れ
、
そ
の
連
合
体
で
あ
る
民
盟
は
最
終
的
に
「
自
主
解
散
」
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
）
10
（

。
そ
れ
で
は
、
地
域
社
会
に
お

け
る
主
導
権
を
握
る
た
め
に
活
動
範
囲
を
隅
々
ま
で
広
げ
て
い
た
民
盟
が
「
自
主
解
散
」
し
た
理
由
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、
民
盟
の
解
散
過
程
を
仔
細
に
追
跡
し
、
延
辺
に
お
け
る
政
治
変
動
の
あ
り
様
に
つ
い
て
の
史
実
を
掘
り
起
こ

す
の
み
な
ら
ず
、
政
策
の
対
象
に
な
っ
た
少
数
民
族
と
中
共
の
諸
政
策
と
の
相
互
関
係
を
検
討
す
る
。

　

本
稿
で
使
用
す
る
主
要
史
料
は
、
戦
後
間
も
な
く
延
辺
で
発
行
さ
れ
た
『
韓
民
日
報
』
や
、
そ
の
後
継
紙
で
あ
る
『
延
辺
民
報
』、

『
吉
東
日
報
』
な
ど
の
朝
鮮
語
新
聞
で
あ
る
。『
韓
民
日
報
』
は
、
一
九
四
五
年
九
月
一
八
日
に
延
吉
で
創
刊
さ
れ
た
民
間
紙
で
あ
り
、

朝
鮮
半
島
の
動
向
を
注
視
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
中
共
と
国
民
党
の
動
向
に
つ
い
て
偏
向
す
る
こ
と
な
く
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
政

治
的
中
立
の
立
場
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
五
日
に
民
盟
の
機
関
紙
と
な
り
、『
延
辺
民
報
』
に
改
称
さ
れ

た
。
二
四
日
に
は
延
辺
行
政
督
察
専
員
公
署
（
以
下
、
専
署
と
表
記
す
る
）
の
機
関
紙
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
四
六
年
五
月
一
日
よ
り

吉
東
分
区
省
委
員
会
機
関
紙
の
『
吉
東
日
報
』
に
再
編
さ
れ
、
中
共
の
地
方
機
関
紙
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
使
用
に
際
し
て
は
、
発
刊
当
初
の
段
階
に
お
い
て
政
治
的
中
立
の
立
場
を
と
っ
た
民
間
紙
で
あ
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
中
共
寄
り

の
主
張
が
強
ま
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
う
バ
イ
ア
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
こ
そ

一
六
二



63

戦
後
初
期
、
延
辺
に
お
け
る
基
層
社
会
政
権
の
変
容
　
　
尹
国
花

東洋学報　第104巻２号　戦後初期、延辺における基層社会政権の変容　抜念校

あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
新
聞
は
当
時
の
延
辺
社
会
の
動
向
を
朝
鮮
人
の
視
点
か
ら
掲
載
し
て
い
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
和
龍
市
革
命
歴
史
檔
案
や
、
地
方
志
、
文
史
資
料
な
ど
の
史
料
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
新
聞
報

道
に
お
け
る
偏
向
を
補
正
し
な
が
ら
分
析
を
行
う
。

　

以
下
、
第
一
章
で
は
、
戦
後
初
期
の
延
辺
に
お
い
て
ソ
連
軍
の
指
示
に
よ
っ
て
発
足
し
た
各
種
社
会
団
体
と
そ
の
連
合
体
で
あ
る
民

盟
の
発
足
過
程
と
そ
の
活
動
、
お
よ
び
役
割
を
詳
細
に
追
跡
す
る
。
第
二
章
で
は
、
各
種
社
会
団
体
と
中
共
と
の
関
係
を
分
析
し
、
そ

れ
ら
と
中
共
の
政
権
建
設
と
の
関
わ
り
を
分
析
す
る
。
第
三
章
で
は
、
民
盟
幹
部
の
政
治
動
向
を
分
析
し
、
彼
ら
の
動
向
と
延
辺
に
お

け
る
民
族
問
題
が
民
盟
の
解
散
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　

一
、
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
延
辺
の
社
会
団
体
の
合
併
と
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　

①
ソ
連
軍
進
駐
後
に
お
け
る
各
種
社
会
団
体
の
発
足

　

一
九
四
五
年
八
月
一
〇
日
、
ソ
連
軍
の
総
攻
撃
開
始
を
知
っ
た
朴
根
植
、
全
允
弼
、
姜
東
柱
ら
は
ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
と
い
う
社
会

団
体
を
組
織
し
た
。
八
月
一
四
日
、
ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
は
朴
根
植
と
姜
東
柱
を
代
表
と
し
て
ソ
連
軍
責
任
者
に
会
う
こ
と
を
決
定
し
、

一
九
日
に
龍
井
で
約
二
万
人
が
参
加
し
た
ソ
連
軍
歓
迎
大
会
を
開
い
た
。
大
会
後
、
ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
は
ソ
連
軍
か
ら
「
今
後
組
織

の
活
動
は
必
ず
ソ
連
極
東
軍
総
司
令
部
の
同
意
を
得
る
こ
と
」
や
「
本
組
織
の
団
体
名
・
綱
領
を
必
ず
ソ
連
極
東
軍
総
司
令
部
に
提
出

し
、
登
録
を
行
う
こ
と
」
な
ど
の
六
項
目
に
わ
た
る
指
示
を
受
け
た
）
11
（

。
ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
は
、
ソ
連
軍
の
指
示
に
従
っ
て
活
動
範
囲

一
六
三
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を
延
辺
各
地
へ
と
拡
大
し
、
労
働
者
同
盟
、
農
民
同
盟
、
青
年
同
盟
、
婦
女
同
盟
、
少
先
隊
）
12
（

な
ど
の
社
会
団
体
を
組
織
す
る
活
動
を
始

め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
他
方
、
各
地
で
は
ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
以
外
の
朝
鮮
人
社
会
主
義
者
た
ち
の
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
）
13
（

。

ソ
連
極
東
軍
歓
迎
会
は
各
地
の
朝
鮮
人
団
体
と
積
極
的
に
連
絡
し
、
九
月
初
頭
に
は
龍
井
、
延
吉
、
朝
陽
川
の
三
地
に
お
い
て
、
労
働

者
、
農
民
、
青
年
団
体
の
各
代
表
者
を
集
め
て
、
労
農
青
組
織
準
備
委
員
会
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
九
月
一
九
日
に
は
、
約
六
〇
〇
人

の
諸
団
体
代
表
者
が
参
加
す
る
労
農
青
代
表
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
は
、
約
三
万
人
の
会
員
（
労
働
者
二
五
％
、
農

民
四
五
％
、
青
年
三
〇
％
）
を
擁
す
る
延
辺
労
農
青
総
同
盟
（
以
下
、
労
農
青
総
同
盟
と
表
記
す
る
）
が
結
成
さ
れ
た
）
14
（

。

　

朝
鮮
人
社
会
主
義
者
た
ち
が
か
く
も
大
規
模
な
団
体
を
迅
速
に
組
織
で
き
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
延
辺
に

は
様
々
な
朝
鮮
人
団
体
が
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
在
満
韓
人
祖
国
光
復
会
（
以
下
、
祖
国
光
復
会
と
表
記
す
る
）
が
注
目
さ
れ

る
。
祖
国
光
復
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
の
解
放
を
掲
げ
る
同
会
は
、
一
九
三
六
年
五
月
、
東
北
抗
日
聯
軍
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
）
15
（

。
同
年
、
東

北
抗
日
聯
軍
第
一
軍
と
第
二
軍
が
合
併
し
て
東
北
抗
日
聯
軍
第
一
路
軍
に
再
編
さ
れ
、
東
北
抗
日
聯
軍
第
一
路
軍
は
一
九
四
〇
年
末
に

ソ
連
へ
移
動
し
た
。
延
辺
で
活
動
し
て
い
た
朝
鮮
人
共
産
党
員
の
多
く
も
こ
の
再
編
に
伴
い
ソ
連
へ
移
動
し
た
）
16
（

。
そ
の
な
か
に
は
祖
国

光
復
会
の
指
導
者
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
北
抗
日
聯
軍
第
一
路
軍
は
後
に
ソ
連
極
東
軍
第
八
八
独
立
歩
兵
旅
団
）
17
（

（
以

下
、
八
八
旅
団
と
表
記
す
る
）
と
改
称
さ
れ
、
そ
の
主
要
任
務
は
東
北
地
方
に
お
け
る
ゲ
リ
ラ
戦
と
情
報
収
集
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活

動
は
祖
国
光
復
会
の
活
動
と
も
重
な
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
八
八
旅
団
は
小
部
隊
と
政
治
工
作
小
組
を
朝
鮮
北
部
と
中
国
東
北
地
方
の

各
地
に
派
遣
し
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
が
、
祖
国
光
復
会
は
そ
う
し
た
機
会
を
利
用
し
て
自
ら
の
組
織
を
拡
大
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
祖
国
光
復
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
当
局
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
た
め
一
九
三
八
年
に
は
事
実
上
崩
壊
し
た

一
六
四
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と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
祖
国
光
復
会
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
残
存
し
て
お
り
、
終
戦
直
前
の
一
九
四
四
年
末
ま
で
延
辺
に
お

い
て
祖
国
光
復
会
名
義
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
18
（

。
こ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
戦
後
ま
で
継
続
し
、
戦

後
初
期
の
各
社
会
団
体
の
組
織
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
成
立

　

一
九
四
五
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
労
農
青
総
同
盟
は
ソ
連
軍
の
支
持
の
下
で
、
委
員
長
に
姜
東
柱
、
組
織
委
員
に
池
喜
謙
、
宣
伝
委

員
に
崔
文
鎬
、
そ
の
他
の
委
員
に
池
章
勲
や
朴
根
植
ら
を
選
任
し
た
）
19
（

。
労
農
青
総
同
盟
に
参
加
し
た
民
衆
は
主
に
中
農
層
で
あ
り
、
他

に
も
一
般
市
民
や
一
部
の
労
働
者
、
知
識
人
、
学
生
が
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
社
会
の
大
多
数
を
占
め
る
貧
農
・
雇
農
や
都
市
貧

民
、
多
く
の
労
働
者
は
こ
れ
に
参
加
せ
ず
、
傍
観
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
）
20
（

。
延
安
幹
部
の
雍
文
濤
は
、
当
時
の
延
辺
に
お
い
て
は
常
に

軍
費
を
は
じ
め
と
す
る
重
い
経
済
的
負
担
が
民
衆
に
強
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
軍
隊
を
あ
ま
り
支
持
し
な
い
地
域
も
あ
っ
た
と
回
顧
し

て
い
る
）
21
（

。
雍
の
回
想
か
ら
は
、
戦
後
初
期
、
一
般
民
衆
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
中
共
へ
の
明
確
な
支
持
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
七
日
、
労
農
青
総
同
盟
は
中
華
民
国
東
北
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
（
民
盟
）
へ
と
改
編
さ
れ
た
）
22
（

。
そ
の
理
由

と
し
て
、｢

労
農
青
総
同
盟
は
ま
だ
狭
小
な
階
級
的
組
織
に
過
ぎ
ず
、
威
信
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
各
階
層
や
各
階
級
を
包
括
で
き
る

革
命
団
体
と
し
て
民
主
大
同
盟
を
結
成
す
る
こ
と
と
し
た｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
当
時
の
延
辺
の
課
題
と
し
て
、
上
層
幹
部
組

織
は
構
成
さ
れ
た
が
、
県
委
員
会
の
レ
ベ
ル
ま
で
は
ま
だ
組
織
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
）
23
（

。
民
盟
は
、
一
九
四
六
年

二
月
の
段
階
で
一
四
万
五
〇
〇
〇
人
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
人
会
員
が
一
三
万
七
〇
〇
〇
人
を
占
め
て
い
た
。
こ

一
六
五
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の
こ
と
か
ら
は
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
傍
観
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
一
般
民
衆
が
、
こ
の
時
期
に
到
っ
て
大
挙
参
加
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
延
辺
地
域
の
朝
鮮
人
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
既
に
延
辺
に
定
着
し
て
お
り
、
ソ
連
軍
が
中
共
支
持
へ
と
態
度
を
転
換
さ
せ
、

中
共
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
ソ
連
軍
と
中
共
の
支
持
を
受
け
て
い
た
民
盟
に
加
入
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち

の
利
益
を
最
大
化
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
民
盟
は
、
間
島
省
省
都
の
延
吉
県
に
総
部
を
置
き
、
市
と
県
に
本
部
を
、
区
・
街
・

村
に
支
部
を
、
屯
・
班
に
分
支
部
を
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
小
組
（
組
合
）
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
。

　

労
農
青
総
同
盟
が
民
盟
に
改
編
さ
れ
た
際
、
綱
領
の
内
容
も
改
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
改
編
前
の
労
農
青
総
同
盟
は
国
共
合
作
を
擁
護

す
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
出
し
て
お
り
、
中
共
寄
り
の
幹
部
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
幹
部
の
な
か
に
は
元
満
洲
国
官
吏
や
親
日
派
も

含
ま
れ
て
お
り
）
24
（

、
い
ず
れ
の
陣
営
を
明
確
に
支
持
す
る
か
の
意
思
統
一
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
共
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て
き
た
民

盟
で
は
、
国
共
合
作
擁
護
の
項
目
は
目
標
か
ら
削
除
さ
れ
、
全
国
の
統
一
的
な
団
結
を
目
指
す
と
修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
共
が
提
唱

し
た
民
主
連
合
政
府
の
建
設
を
目
標
と
し
、
当
時
政
権
を
執
っ
て
い
た
国
民
党
で
は
な
く
中
共
を
擁
護
す
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
か
ら

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
際
関
係
に
関
す
る
方
針
の
記
述
も
中
朝
友
好
か
ら
中
ソ
友
好
へ
と
変
化
し
た
。
朝
鮮
人
が
人
口

の
主
を
占
め
た
延
辺
で
は
、
民
族
団
結
、
す
な
わ
ち
漢
人
と
朝
鮮
人
の
団
結
が
社
会
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
要
素
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
直
後
に
は
中
朝
友
好
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
共
の
影
響
力
が
拡
大
し
始
め
、

社
会
情
勢
も
一
定
程
度
安
定
し
た
一
九
四
五
年
一
〇
月
末
以
降
に
は
、
国
民
党
と
の
勢
力
争
い
の
な
か
、
ソ
連
軍
の
更
な
る
支
援
を
要

し
た
中
共
の
意
向
が
綱
領
に
も
強
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
民
盟
委
員
長
と
な
っ
て
い
た
池
喜
謙
も
綱
領
に
つ
い
て
、

「
我
々
は
よ
う
や
く
某
方
面
か
ら
の
具
体
的
な
綱
領
の
提
示
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
同
時
に
、
労
農
青
総
同
盟
を
発
展
的
に
解
散
す

一
六
六
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る
」
と
し
て
お
り
、「
労
農
青
総
同
盟
は
各
部
門
が
い
く
つ
か
の
左
寄
り
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
制
定
し
た
以
外
に
現
段
階
に
適
し
た
具
体
的
な

綱
領
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
）
25
（

。
延
安
幹
部
の
雍
文
濤
も
民
盟
の
綱
領
は
東
北
抗
日
聯
軍
の
も
の
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
た
よ
う
に
）
26
（

、
民
盟
は
中
共
、
特
に
東
北
抗
日
聯
軍
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
い
た
。
な
お
、
民
盟
が
正
式
名
称
を｢

中
華
民
国
東

北
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟｣

と
称
し
た
の
は
、
当
時
は
国
民
政
府
が
正
式
政
府
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
中
共
が

地
下
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
活
動
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　

①
鉄
道
管
理

　

戦
後
、
ソ
連
軍
は
延
辺
の
鉄
道
管
理
を
掌
握
し
、
自
軍
の
軍
需
輸
送
を
除
く
す
べ
て
の
民
需
輸
送
を
停
止
し
た
）
27
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
下
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
五
日
に
は
、
ソ
連
軍
間
島
警
備
司
令
部
の
崔
林
や
労
農
青
総
同
盟
実
行
委
員
長
の
姜
東
柱
が
臨
席
し
た

上
で
、
延
辺
の
鉄
道
労
働
者
代
表
九
〇
名
余
り
が
参
加
し
た
中
華
民
国
東
北
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
延
辺
鉄
路
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ

た
）
28
（

。
結
成
大
会
で
は
、
ソ
連
軍
の
輸
送
に
万
全
を
期
す
る
と
同
時
に
、
各
地
方
の
ソ
連
軍
後
援
団
体
に
参
加
し
、
輸
送
支
援
を
す
る
こ

と
で
ソ
連
軍
の
権
威
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
主
要
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
ソ
連
軍
の
軍
需
輸
送
を
最
優
先
と
し

た
上
で
、
軍
需
輸
送
の
合
間
に
民
需
輸
送
を
行
う
こ
と
を
ソ
連
軍
に
認
め
さ
せ
た
）
29
（

。
そ
の
直
後
に
改
編
さ
れ
成
立
し
た
民
盟
は
鉄
道
の

復
旧
を
指
示
し
、
破
壊
さ
れ
た
機
関
車
や
車
両
の
修
理
、
路
盤
の
修
築
、
路
線
の
復
旧
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
一
一
月
三
〇

日
、
民
盟
委
員
長
池
喜
謙
が
延
辺
鉄
道
管
理
局
局
長
と
な
り
、
翌
年
一
月
に
は
延
辺
の
鉄
道
を
す
べ
て
再
開
さ
せ
た
。
鉄
道
の
再
開
は

一
六
七
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国
共
内
戦
期
に
お
け
る
中
共
の
軍
事
輸
送
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
避
難
民
と
朝
鮮
人
捕
虜
の
救
済

　

戦
後
初
期
の
延
辺
に
は
満
洲
各
地
か
ら
の
避
難
民
が
殺
到
し
た
。
延
辺
で
は
満
洲
の
他
地
域
よ
り
も
朝
鮮
人
の
被
害
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
延
辺
経
由
で
朝
鮮
半
島
に
帰
ろ
う
と
す
る
他
地
域
の
朝
鮮
人
も
多
く
流
入
し
た
。
当
時
、「
京
城
」
に
本
部
を
お
い
た
朝
鮮
在
外

戦
災
同
胞
救
済
会
大
陸
班
が
延
辺
の
救
済
活
動
を
青
年
同
盟
に
委
任
し
た
例
に
み
る
よ
う
に
）
30
（

、
延
辺
に
お
け
る
避
難
民
救
済
活
動
は
、

主
に
民
盟
の
前
身
組
織
で
あ
る
労
農
青
総
同
盟
傘
下
の
青
年
同
盟
が
担
当
し
て
い
た
。
図
們
地
区
ソ
連
軍
司
令
官
は
、
避
難
民
救
済
に

対
す
る
指
示
を
出
す
際
、
図
們
市
内
の
各
病
院
院
長
と
自
治
委
員
、
民
警
署
、
図
們
青
年
同
盟
な
ど
を
介
し
て
い
た
）
31
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
時
の
民
盟
に
は
地
域
社
会
に
お
け
る
民
衆
管
理
を
行
う
の
に
十
分
な
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
図
們
青
年
同
盟
は
労

農
青
総
同
盟
の
一
部
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
労
農
青
総
同
盟
が
後
に
民
盟
に
改
編
さ
れ
た
た
め
、
図
們
青
年
同
盟
の
活
動
は
民
盟
の

活
動
と
も
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

他
方
、
当
時
ソ
連
軍
が
管
理
し
て
い
た
日
本
人
収
容
所
に
は
、
日
本
軍
と
し
て
捕
虜
と
な
っ
た
一
一
二
九
人
の
朝
鮮
人
捕
虜
壮
丁
（
成

年
男
子
）
が
収
容
さ
れ
て
い
た
）
32
（

。
民
盟
は
朝
鮮
人
捕
虜
壮
丁
救
済
委
員
会
を
組
織
し
）
33
（

、
壮
丁
の
釈
放
運
動
と
解
放
さ
れ
た
者
の
救
済
策

お
よ
び
健
康
な
壮
丁
の
帰
郷
に
つ
い
て
の
解
決
策
を
検
討
し
て
い
た
。
民
盟
は
、
朝
鮮
人
捕
虜
が
ソ
連
軍
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
と
の

表
現
を
用
い
な
が
ら
、
新
朝
鮮
の
建
設
に
動
員
す
る
た
め
に
捕
虜
の
救
出
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
中

共
の
専
署
と
の
連
携
の
下
で
行
わ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
人
社
会
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
ソ
連
軍
か
ら
も
許
可
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
延
吉
市
人
民
民
主
大
同
盟
代
表
の
池
章
勲
は
、
民
盟
が
実
行
し
た
事
業
の
な
か
で
最
も
優
れ
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
朝
鮮
人
捕
虜

一
六
八
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救
済
活
動
を
挙
げ
て
い
た
）
34
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　

③
武
装
組
織
の
結
成

　

ソ
連
軍
の
延
辺
進
駐
か
ら
、
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
延
辺
で
は
二
つ
の
大
き
な
事
件
が
発
生
し
た
。
一
つ
は
、
一
九
四
五
年

八
月
二
三
日
に
青
年
同
盟
の
結
成
大
会
会
場
に
お
い
て
、
あ
る
人
物
が
銃
を
撃
っ
て
騒
乱
を
起
こ
し
た
事
件
で
あ
り
）
35
（

、
も
う
一
つ
は
中

国
人
に
偽
装
し
た
日
本
人
が
水
道
管
に
毒
薬
を
投
与
し
市
民
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
事
件
で
あ
る
）
36
（

。
こ
れ
ら
の
事
件
を
受
け
て
、
朴
根

植
は
東
北
抗
日
聯
軍
と
調
整
し
た
上
で
、
延
吉
赤
軍
警
備
司
令
部
に
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
、
ソ
連
軍
か
ら
武
装
防
衛
隊
結
成
の
許
可

を
得
て
、
八
月
二
六
日
に
龍
井
で
延
辺
初
の
人
民
武
装
組
織
で
あ
る
別
働
隊
を
組
織
し
た
）
37
（

。
別
働
隊
は
青
年
同
盟
と
協
力
し
、
水
道
管

に
毒
薬
を
入
れ
た
八
人
を
逮
捕
し
て
、
彼
ら
を
ソ
連
軍
司
令
部
に
引
き
渡
し
て
事
件
の
処
理
を
委
ね
た
。
別
働
隊
隊
員
は
九
月
末
に
は

六
〇
〇
名
を
超
え
、
龍
井
警
備
隊
と
改
称
し
た
。
こ
の
組
織
は
そ
の
後
中
共
の
警
備
隊
に
吸
収
さ
れ
、
延
辺
社
会
の
治
安
を
維
持
し
、

「
土
匪
」
や
ス
パ
イ
、
売
国
奴
（
漢
奸
）
ら
の
粛
清
を
行
い
、
国
共
内
戦
に
も
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

④
新
聞
発
行

　

民
盟
は
、
朝
鮮
語
新
聞
『
韓
民
日
報
』
と
中
国
語
新
聞
『
光
復
報
』
が
旧
民
主
主
義
と
狭
隘
な
民
族
主
義
思
想
に
陥
っ
て
い
る
と
非

難
し
、
こ
れ
を
接
収
し
て
『
延
辺
民
報
』
と
改
名
し
、
民
盟
の
機
関
紙
と
し
た
）
38
（

。『
韓
民
日
報
』
は
当
初
中
立
的
な
立
場
か
ら
報
道
す
る

こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
も
の
の
、『
延
辺
民
報
』
へ
の
改
名
以
後
は
次
第
に
中
共
の
路
線
と
方
針
を
宣
伝
す
る
な
ど
、
実
質
的
に
専
署
を

代
弁
す
る
内
容
が
増
加
し
、
中
共
に
よ
る
一
般
民
衆
の
動
員
・
組
織
の
た
め
の
有
力
な
宣
伝
媒
体
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、『
韓
民
日
報
』

が
当
初
か
ら
民
盟
の
主
張
や
政
策
の
宣
伝
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
初
期
の
『
延
辺
民
報
』
も
朝
鮮
南
部
の
李
承
晩
や

一
六
九
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朝
鮮
北
部
の
金
日
成
な
ど
、
朝
鮮
の
動
向
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
報
道
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
韓
民
日
報
』
の
廃
刊
理

由
に
は
異
な
る
原
因
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

民
盟
の
会
議
で
は
、『
延
辺
民
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
政
府
の
発
表
事
項
を
重
点
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に
地
方
の
実
情
に
関
わ
る
解
釈
や
討

論
を
結
合
さ
せ
て
活
動
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
た
）
39
（

。
こ
れ
に
伴
い
、
各
地
方
支
部
は
そ
の
活
動
の
進
展
の
状
況
を
速
や

か
に
『
延
辺
民
報
』
へ
報
告
し
、
各
地
方
支
部
は
『
延
辺
民
報
』
を
通
じ
て
互
い
の
状
況
を
把
握
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、『
延
辺

民
報
』
は
、
延
辺
以
外
の
ニ
ュ
ー
ス
に
関
し
て
は
外
部
の
新
聞
社
か
ら
の
転
載
を
主
と
し
、
独
自
の
論
説
な
ど
は
少
な
か
っ
た
た
め
、

民
盟
内
部
に
お
け
る
一
種
の
連
絡
手
段
と
し
て
の
機
能
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
と
中
共
・
ソ
連
と
の
関
係

　

延
辺
に
進
駐
し
た
ソ
連
軍
は
、
延
辺
社
会
を
管
理
す
る
た
め
に
民
盟
の
活
動
を
保
護
し
た
。
他
方
、
中
共
も
朝
鮮
人
民
衆
と
連
携
す

る
た
め
の
紐
帯
と
し
て
民
盟
の
基
層
組
織
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

　

前
述
し
た
通
り
、
祖
国
光
復
会
と
東
北
抗
日
聯
軍
と
は
戦
前
に
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
以
降
、
両
者
は
緊
密
に

連
携
し
て
、
東
北
地
方
で
偵
察
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
元
抗
日
聯
軍
出
身
者
や
反
日
活
動
者
の
捜
索
活
動
を
続
け
た
。
民
盟
の
初
期

成
員
に
は
、
元
朝
鮮
共
産
党
員
あ
る
い
は
元
中
共
党
員
や
社
会
主
義
者
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
元
朝
鮮
共
産
党
員
で
、
の
ち
に
民
盟

の
構
成
組
織
で
あ
る
敦
化
人
民
民
主
大
同
盟
の
委
員
長
を
務
め
た
林
民
鎬
は
、
一
九
三
三
年
に
朝
鮮
で
地
下
活
動
中
に
逮
捕
さ
れ
、
一

九
四
〇
年
に
釈
放
さ
れ
る
と
た
だ
ち
に
延
辺
に
戻
っ
た
。
帰
還
当
初
は
和
龍
で
東
北
抗
日
聯
軍
と
の
接
触
を
待
っ
て
い
た
が
、
当
時
抗

一
七
〇
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日
聯
軍
は
既
に
ソ
連
に
移
動
し
て
い
た
た
め
直
接
の
接
触
は
で
き
ず
、
朴
根
植
や
姜
東
柱
ら
の
紹
介
で
敦
化
の
土
木
建
築
会
社
に
就
職

し
た
）
40
（

。
当
時
朴
根
植
は
中
共
の
地
下
党
組
織
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
）
41
（

。

　

以
上
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
㊀
林
民
鎬
、
朴
根
植
、
姜
東
柱
は
戦
前
に
お
い
て
既
に
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
㊁
林
民

鎬
は
東
北
抗
日
聯
軍
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
㊂
朴
根
植
も
中
共
組
織
と
連
絡
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東

北
抗
日
聯
軍
と
労
農
青
組
織
準
備
委
員
会
と
の
関
係
を
示
し
て
お
り
、
彼
ら
が
事
前
に
頻
繁
に
連
絡
し
て
両
者
を
包
括
す
る
組
織
結
成

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
実
際
に
労
農
青
総
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
一
九
四
五
年
九
月
一

九
日
は
、
次
節
で
述
べ
る
東
北
抗
日
聯
軍
の
姜
信
泰
ら
の
延
吉
到
着
の
翌
日
で
も
あ
っ
た
。
姜
信
泰
は
当
時
駐
延
ソ
連
赤
軍
警
備
司
令

部
副
司
令
員
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
ら
が
延
吉
に
到
着
し
た
翌
日
に
労
農
青
総
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ

れ
以
前
よ
り
東
北
抗
日
聯
軍
が
諸
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
ソ
連
軍
は
民
盟
の
前
身
組
織

で
あ
る
労
農
青
総
同
盟
と
、
東
北
抗
日
聯
軍
出
身
の
中
共
党
員
の
ソ
連
派
と
の
協
力
を
促
進
し
、
ソ
連
派
の
東
北
抗
日
聯
軍
出
身
幹
部

と
民
盟
幹
部
の
延
辺
に
お
け
る
権
力
掌
握
を
支
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

二
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
基
層
政
権
建
設
と
民
盟
幹
部
の
吸
収

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
中
国
共
産
党
延
安
幹
部
の
到
来

　

一
九
四
五
年
七
月
、
中
共
東
北
党
委
員
会
は
東
北
地
方
の
一
一
地
域
に
お
い
て
下
級
委
員
会
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
延
辺

地
域
工
作
委
員
会
委
員
に
は
姜
信
泰
ら
三
人
が
任
命
さ
れ
、
姜
信
泰
が
書
記
に
就
任
し
た
。
姜
信
泰
は
一
九
四
五
年
八
月
に
東
北
抗
日

一
七
一
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聯
軍
延
辺
分
遣
隊
隊
長
兼
駐
延
ソ
連
赤
軍
司
令
部
副
司
令
員
に
も
任
命
さ
れ
、
約
三
〇
人
の
東
北
抗
日
聯
軍
幹
部
ら
を
伴
っ
て
九
月
一

八
日
に
延
吉
に
到
着
し
た
。
到
着
後
、
彼
ら
は
秘
密
裡
に
中
共
組
織
の
再
建
活
動
を
始
め
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
〇
日
に
は
姜
信
泰

を
書
記
と
す
る
中
共
延
辺
臨
時
委
員
会
を
設
立
し
、
戦
後
の
延
辺
に
お
け
る
中
共
組
織
と
軍
隊
の
構
築
に
着
手
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、

現
地
の
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
に
関
す
る
情
報
を
入
念
に
収
集
・
検
討
し
た
上
で
、
上
級
機
関
の
指
示
を
仰
い
で
池
喜
謙
や
姜
東
柱
を
は

じ
め
と
す
る
労
農
青
総
同
盟
の
中
心
メ
ン
バ
ー
を
中
共
に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
、
延
辺
社
会
へ
の
権
力
浸
透
を
試
み
て

い
た
）
42
（

。
中
共
延
辺
臨
時
委
員
会
は
委
員
五
人
の
す
べ
て
が
朝
鮮
人
で
あ
り
、
姜
信
泰
を
除
く
四
人
の
委
員
は
労
農
青
総
同
盟
の
初
期
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
現
地
の
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
の
力
量
を
評
価
し
、
彼
ら
を
自
陣
営
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た

中
共
の
意
図
を
看
取
で
き
る
。

　

一
九
四
五
年
一
一
月
、
中
共
中
央
東
北
局
と
中
共
吉
林
省
工
作
委
員
会
は
雍
文
濤
ら
三
二
名
の
延
安
幹
部
を
延
辺
に
派
遣
し
た
。
一

一
月
一
三
日
、
雍
文
濤
、
陳
坦
、
雲
青
、
姜
信
泰
、
池
喜
謙
は
会
議
を
開
き
、
姜
信
泰
や
池
喜
謙
か
ら
延
辺
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を

受
け
て
幹
部
の
配
置
に
つ
い
て
討
論
し
た
）
43
（

。
一
一
月
一
五
日
に
は
中
共
延
辺
臨
時
委
員
会
を
中
共
延
辺
地
方
委
員
会
に
改
組
し
、
雍
文

濤
を
書
記
と
し
た
。
さ
ら
に
一
八
日
、
民
盟
の
組
織
を
通
じ
て
延
吉
、
和
龍
、
汪
清
、
琿
春
か
ら
参
加
し
た
約
二
〇
人
の
代
表
と
延
安

幹
部
三
人
に
よ
る
会
議
で
は
、
政
務
委
員
会
設
立
を
決
定
し
、
専
署
の
設
立
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
）
44
（

。
二
〇
日
に
は
行
政
部
門
に
お
い

て
延
辺
政
務
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
二
一
日
に
は
専
署
を
設
立
し
て
正
式
に
中
共
政
権
を
樹
立
し
た
。
延
安
幹
部
は
人
数
が
少
な
く
、

各
県
に
三
人
か
ら
五
人
程
度
が
派
遣
さ
れ
た
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
延
辺
に
組
織
基
盤
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
民
盟
組
織
の
協
力
を

仰
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
二
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（
二
）
中
国
共
産
党
の
政
治
講
習
会
と
民
盟
幹
部
の
吸
収

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
中
共
は
政
治
講
習
会
を
開
催
し
て
民
盟
幹
部
の
吸
収
を
始
め
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
一
一
日

か
ら
一
二
月
一
五
日
ま
で
の
期
間
で
、
各
県
幹
部
一
二
九
人
を
対
象
と
し
た
第
一
期
政
治
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
六

年
一
月
一
〇
日
か
ら
一
月
二
三
日
の
期
間
で
は
、
各
県
幹
部
一
一
四
人
を
対
象
と
し
た
第
二
期
政
治
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
）
45
（

。『
延
辺
民

報
』
に
掲
載
さ
れ
た
政
治
講
習
会
の
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
一
・
表
二
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
第
一
期
政
治
講
習
会
で
は
、
民
盟
幹
部
、
延
安
幹
部
、
朝
鮮
義
勇
軍
幹
部
お
よ
び
中
ソ
友
好
協
会
の

代
表
が
講
師
を
担
っ
た
が
、
第
二
期
政
治
講
習
会
に
な
る
と
延
安
幹
部
と
延
安
派
の
朝
鮮
義
勇
軍
幹
部
が
担
っ
た
。
彼
ら
は
受
講
者
の

思
想
上
の
立
場
の
変
化
に
注
意
し
、
共
産
党
員
と
し
て
の
条
件
に
合
致
す
る
者
を
見
い
だ
す
と
秘
密
裡
に
中
共
に
加
入
さ
せ
た
）
46
（

。
民
盟

が
革
命
へ
の
情
熱
を
持
っ
た
知
識
層
の
青
年
ら
を
民
族
幹
部
と
し
て
登
用
・
養
成
し
た
の
に
対
し
て
、
中
共
は
「
民
主
大
同
盟
に
お
け

る
広
範
な
会
員
は
善
良
で
あ
る
が
、
そ
の
指
導
者
に
は
多
く
の
問
題
が
存
在
す
る
。
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
良
い
指
導
者
は
吸
収
し
て

養
成
す
る
こ
と
に
し
、
悪
い
指
導
者
は
排
除
す
る
」
と
い
う
方
針
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
各
級
の
民
盟
指
導
者
を
訓
練
所
に
送
っ
て

順
次
教
育
し
、
そ
の
中
で
積
極
性
や
指
導
性
が
認
め
ら
れ
た
者
の
み
に
入
党
資
格
を
与
え
、
そ
の
後
中
共
の
部
隊
な
い
し
県
政
府
の
職

務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
）
47
（

。
こ
の
よ
う
な
政
治
講
習
会
の
目
的
は
、
国
内
政
治
や
国
際
関
係
に
関
す
る
中
共
の

情
勢
認
識
、
政
治
主
張
、
民
族
政
策
な
ど
を
宣
伝
し
、
各
組
織
の
幹
部
に
党
の
認
識
を
共
有
さ
せ
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ソ
連

軍
は
東
北
地
方
の
駐
屯
地
に
お
い
て
「
政
治
教
育
」
を
進
め
て
お
り
）
48
（

、
延
辺
で
開
催
さ
れ
た
政
治
講
習
会
は
少
な
く
と
も
第
一
期
は
ソ

一
七
三
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一
七
四

表一　第一期政治講習会の講義内容
講師氏名 出身 講義科目
姜東柱 民盟 政治講習の趣旨
郭開鋒 延安 八路軍功績□国共関係
董崑一 延安 国内外情勢と民主問題
関伯標 延安 新民主主義と新三民主義
徐瑞 延安 専員公署十大施政方針の説明
朴載厦 中ソ友好協会 国際情勢
文正一 朝鮮義勇軍 群衆工作に関する解説
雍文濤 延安 群衆工作への支持と労農青同盟に対する批判
池喜謙 民盟 民主大同盟の運動方針と組織問題

表二　第二期政治講習会の講義内容
講師氏名 出身 講義科目
雍文濤 延安 革命運動要綱
董崑一 延安 中韓民族関係
董崑一
雍文濤 延安 講習生に対する支持

郭開鋒 延安 八路軍と中央軍
文正一 朝鮮義勇軍 共産党と国民党関係の結論
雍文濤 延安 九・一八から七・七までの状況
文正一 朝鮮義勇軍 自由主義に反対しよう
文正一 朝鮮義勇軍 革命家の態度
雍文濤 延安 七・七から現在までの状況
董崑一 延安 解放区の政権建設
文正一 朝鮮義勇軍 中□国□窮状況
文正一 朝鮮義勇軍 工作作風問題
雍文濤 延安 聯合政府論
註：□は判読不能文字である。
註（45）所掲の『延辺民報』記事をもとに筆者作成。
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連
軍
の
支
持
の
下
に
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
二
期
に
な
る
と
そ
の
内
容
は
変
化
し
、
専
ら
中
共
の
宣
伝
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
中
共
中
央
が
群
衆
団

体
の
幹
部
を
教
育
す
る
こ
と
で
彼
ら
を
延
辺
に
お
け
る
根
拠
地
の
建
設
に
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九

四
五
年
一
一
月
以
降
、
国
民
党
の
東
北
地
方
へ
の
大
攻
勢
に
よ
り
中
共
中
央
は
「
譲
開
大
路
占
領
両
廂
（
大
都
市
を
放
棄
し
て
、
中
小
都
市

と
農
村
を
占
領
す
る
）」
と
い
う
方
針
を
立
て
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
二
八
日
に
中
共
中
央
は
中
共
中
央
東
北
局
に
「
強
固
な
東
北
根

拠
地
を
建
設
せ
よ
」
と
の
指
示
を
下
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
、「
現
在
東
北
地
方
に
お
け
る
任
務
は
、
根
拠
地
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ

り
、
す
な
わ
ち
東
満
洲
、
北
満
洲
、
西
満
洲
に
強
固
な
軍
事
的
政
治
的
根
拠
地
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
示
し
た
。
ま
た
、
群
衆

を
対
象
と
す
る
工
作
は
東
北
地
方
に
お
け
る
工
作
の
重
点
で
あ
る
た
め
、
各
種
群
衆
団
体
を
組
織
し
て
根
拠
地
の
建
設
に
参
加
さ
せ
る

と
し
た
）
49
（

。
こ
の
よ
う
な
中
共
の
方
針
の
下
で
、
延
辺
で
行
わ
れ
た
政
治
講
習
会
を
通
じ
て
多
数
の
朝
鮮
人
民
族
幹
部
が
養
成
さ
れ
、
受

講
者
は
『
延
辺
民
報
』
に
「
全
力
を
挙
げ
て
わ
が
政
府
を
守
る
と
同
時
に
、
民
族
幹
部
の
拡
大
と
充
実
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
延
辺
の
八

〇
余
万
人
の
中
韓
同
胞
の
義
務
で
あ
り
、
使
命
で
あ
る
）
50
（

」、「
新
延
辺
建
設
を
基
礎
と
し
て
全
中
国
に
平
和
民
主
連
合
政
府
を
樹
立
す
る

先
鋒
隊
に
な
り
奮
闘
努
力
せ
ね
ば
な
る
ま
い
）
51
（

」
な
ど
の
感
想
を
寄
せ
た
。
彼
ら
は
民
盟
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
中
共
に
よ
る

土
地
改
革
の
実
施
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
。
中
共
が
こ
う
し
た
講
習
会
を
実
施
し
た
背
景
に
は
、
延
辺
に
お
い
て
中
共
中
央
の
指
示
に

従
順
な
朝
鮮
人
民
族
幹
部
の
自
力
養
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
も
密
接
不
可
分
で
あ
っ
た
）
52
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
延
辺
に
お
け
る
民
族
幹
部
の
養
成
に
は
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
一
九
四
八
年
一
月
ま

で
の
間
、
中
共
中
央
は
東
北
軍
政
大
学
東
満
分
校
な
ど
で
本
格
的
な
民
族
幹
部
養
成
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
延
辺
で
活
動
し
て
い
た

一
七
五
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既
存
の
朝
鮮
人
幹
部
の
大
部
分
は
経
歴
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
職
務
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
経
緯
を
経
て
民
盟
幹
部
は
最
終
的
に
権
力
の
中
枢
か
ら
追
放
さ
れ
、
東
北
軍
政
大
学
に
お
い
て
教
育
を
受
け
た
朝
鮮
人
幹
部
が
新

た
な
基
層
幹
部
と
な
っ
た
。
中
共
中
央
は
、
延
辺
に
残
留
し
た
延
安
派
の
朝
鮮
義
勇
軍
出
身
幹
部
と
、
自
ら
養
成
し
た
民
族
幹
部
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
人
社
会
の
指
導
層
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
）
53
（

。

　
　
　
　
　
　
　

三
、
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
幹
部
の
政
治
動
向

　

民
盟
幹
部
は
生
活
基
盤
を
長
ら
く
延
辺
に
持
っ
て
い
た
が
、
祖
国
は
朝
鮮
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
朝
鮮
半
島
の
情
勢
に
敏
感

に
反
応
し
た
。
戦
後
初
期
、
青
年
同
盟
は
「
大マ

マ韓
民
族
と
し
て
大マ
マ韓
の
国
の
文
字
を
十
分
に
勉
強
す
る
の
は
急
務
で
あ
る
」
と
し
、「
夜

学
会
」
や
「
早
起
会
」
を
開
い
て
民
衆
に
ハ
ン
グ
ル
を
教
え
た
）
54
（

。
ま
た
、
和
龍
県
同
盟
第
一
回
拡
大
委
員
会
に
は
朴
根
植
が
司
会
と
し

て
参
加
し
、「
延
辺
の
朝
鮮
人
は
な
ぜ
中
国
革
命
運
動
に
の
み
参
加
し
て
朝
鮮
独
立
運
動
に
は
参
加
し
な
い
の
か
と
の
質
問
を
度
々
受
け

て
い
る
」
と
話
し
た
）
55
（

。
こ
う
し
た
史
実
か
ら
は
多
く
の
民
衆
が
自
ら
の
祖
国
と
考
え
る
朝
鮮
の
独
立
運
動
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と

が
垣
間
見
ら
れ
る
。
朴
根
植
は
こ
れ
に
対
し
て
、「
在
満
朝
鮮
人
は
、
固
有
の
文
化
を
向
上
さ
せ
民
族
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
要
求
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
主
義
は
新
民
主
主
義
で
あ
る
た
め
、
中
国
革
命
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
北
朝
鮮

人
の
中
国
革
命
へ
の
参
加
は
朝
鮮
革
命
の
推
進
力
と
な
る
」
と
発
言
し
た
。
朴
の
発
言
は
、
中
共
の
指
導
を
受
け
た
民
盟
幹
部
と
し
て

の
発
言
で
あ
っ
た
が
、
中
国
革
命
を
朝
鮮
民
族
の
解
放
に
つ
な
が
る
前
段
階
と
認
識
し
て
い
た
と
も
受
け
と
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮

一
七
六
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戦
争
勃
発
時
に
多
数
の
延
辺
の
朝
鮮
人
が
従
軍
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
民
盟
指
導
者
の
池
喜
謙
は
、
一
九
四
六
年
の
三
・
一
運
動
記
念
日
の
前
日
の
『
延
辺
民
報
』
で
、「
三
月
一
日
は
『
三
・
一

節
』
で
あ
り
、
朝
鮮
民
族
解
放
運
動
史
に
お
い
て
最
も
有
意
義
な
日
で
あ
る
。
私
た
ち
は
過
去
の
三
・
一
運
動
の
教
訓
を
一
般
群
衆
に

深
く
認
識
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
朝
鮮
共
産
党
、
人
民
党
、
朝
鮮
独
立
連
盟
が
進
め
て
い
る
民
族
統
一
戦
線
結
成
運
動
を
積
極
的

に
支
持
す
る
意
味
で
、
各
地
の
民
盟
は
群
衆
大
会
を
開
催
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
）
56
（

。
そ
の
他
に
も
同
日
の
『
延
辺
民
報
』
で

は
、
三
月
一
日
午
前
一
〇
時
に
、
各
機
関
、
各
団
体
、
各
学
校
を
網
羅
し
た
全
延
吉
市
民
を
総
動
員
し
て
三
・
一
記
念
群
衆
大
会
を
行

う
こ
と
、
参
加
者
は
太
極
旗
を
準
備
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
た
）
57
（

。

　

他
に
も
、
朝
陽
川
で
は
三
月
一
日
に
数
万
人
が
参
加
し
た
慶
祝
式
典
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
愛
国
歌
を
歌
っ
た
）
58
（

。
そ
の
際
、
記
念
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
九
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
の
五
項
目
が
朝
鮮
解
放
に
関
す
る
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
「
一
、
国

内
外
の
全
朝
鮮
民
族
は
大
同
団
結
し
よ
う
。
二
、
独
立
・
自
由
・
民
主
の
新
朝
鮮
建
設
は
朝
鮮
民
族
の
課
題
で
あ
る
。
三
、
建
国
と
い

う
大
業
の
完
成
は
民
族
の
力
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。
四
、
建
国
の
事
業
に
直
面
し
た
実
際
の
生
活
に
お
い
て
、
朝
鮮

人
と
し
て
各
々
金
が
あ
る
人
は
金
を
出
し
、
力
が
あ
る
人
は
力
を
出
し
て
全
民
族
独
立
を
完
成
さ
せ
よ
う
。
五
、
朝
鮮
人
は
朝
鮮
人
と

し
て
の
資
格
で
新
朝
鮮
の
建
設
に
す
べ
て
を
な
げ
う
つ
覚
悟
を
し
よ
う
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

姜
東
柱
は
解
放
直
後
の
延
辺
朝
鮮
人
社
会
の
指
導
的
人
物
に
つ
い
て
、「
当
時
の
指
導
的
人
物
と
は
、
朝
陽
川
に
お
い
て
は
過
去
東
北

抗
日
聯
軍
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
帰
順
者
で
あ
り
、
延
吉
や
龍
井
に
お
い
て
は
監
獄
か
ら
釈
放
さ
れ
た
変
節
革
命
者
が
大
多
数
を
占

め
て
い
た
。
当
時
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
民
族
的
偏
見
を
持
っ
て
お
り
、
中マ

マ
国
人
の
過
半
数
を
国
民
党
と
見
な
し
、
工
作
範
囲
を
朝
鮮
人

一
七
七
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群
衆
に
限
定
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
民
族
の
解
放
を
優
先
し
、
中
朝
民
族
が
団
結
し
て
当
面
の
共
同
敵
に
対
処
す
る
と
い
う
思
考
を
持
ち

得
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
）
59
（

。
こ
の
証
言
も
、
当
時
の
民
盟
の
朝
鮮
人
指
導
者
の
な
か
に
は
朝
鮮
民
族
解
放
を
最
優
先
と
考
え
る
者

が
少
な
く
な
く
、
一
般
民
衆
に
お
い
て
も
祖
国
は
朝
鮮
半
島
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
民
族
問
題
の
顕
在
化
と
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
の
解
散

　

延
辺
に
お
け
る
朝
鮮
人
と
漢
人
の
民
族
対
立
は
戦
前
か
ら
深
刻
な
状
況
に
あ
っ
た
。
戦
後
、
延
辺
の
漢
人
は
、
国
民
党
を
正
統
な
政

権
政
党
と
認
識
し
て
い
た
。
さ
ら
に
漢
人
た
ち
は
、
朝
鮮
人
が
多
数
を
占
め
る
各
種
の
組
織
と
東
北
抗
日
聯
軍
が
連
携
し
た
こ
と
と
関

連
し
て
、「
大
鬼
子｣

（
日
本
）
が
打
倒
さ
れ
た
の
に
中
共
の
幹
部
は｢

二
鬼
子｣

（
朝
鮮
人
）
を
使
う
の
で
中
共
は
信
用
で
き
な
い
と
発

言
し
て
い
た
と
い
う
）
60
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
延
安
か
ら
漢
人
幹
部
が
到
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、
延
辺
の
漢
人
に
は
、
同
じ
漢
人
の
幹

部
が
指
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
そ
う
し
た
不
満
を
あ
る
程
度
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
た
）
61
（

。
こ
の
こ
と
は
、
漢
人
民
衆
を
中
共
擁
護
へ
変

化
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

指
導
層
内
部
に
お
い
て
も
民
族
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
戦
後
初
期
の
延
辺
朝
鮮
人
幹
部
の
出
身
背
景
は
、
民
盟
を
主
と
す
る
延

辺
現
地
幹
部
、
ソ
連
軍
と
と
も
に
来
た
東
北
抗
日
聯
軍
出
身
の
幹
部
、
中
共
中
央
の
指
示
に
従
っ
て
延
辺
に
入
っ
た
朝
鮮
義
勇
軍
出
身

幹
部
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
し
か
し
、
民
盟
の
初
期
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
後
東
北
抗
日
聯
軍
へ
と
吸
収
さ
れ
た
た
め
、
指
導
層
に
お
け

る
民
族
矛
盾
が
と
く
に
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
東
北
抗
日
聯
軍
出
身
幹
部
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
人
幹
部
と
、
延
安
幹
部
を
中
心
と
す

る
漢
人
幹
部
の
間
で
あ
っ
た
）
62
（

。

一
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例
え
ば
、
終
戦
直
後
に
八
八
旅
団
旅
団
長
の
周
保
中
が
姜
信
泰
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、「
私
は
、
あ
な
た
た
ち
個
々
の
高マ

マ麗
同
志
の
な

か
に
は
中
国
の
民
衆
運
動
に
冷
淡
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
者
が
い
る
と
敢
え
て
言
お
う
。
こ
れ
は
有
害
で
あ
り
、
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い｣
と
記
さ
れ
て
い
る
）
63
（

。
雍
文
濤
も
、
一
九
四
六
年
一
月
八
日
の
延
辺
地
方
委
員
会
第
一
次
会
議
で
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
）
64
（

。

過
去
に
民
主
同
盟
に
は
各
種
の
組
織
が
あ
っ
た
が
、
工
作
に
お
い
て
指
導
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
何
一
つ
と
し
て
正
し
く
指
導

で
き
な
か
っ
た
。
…
…
現
在
多
く
の
と
こ
ろ
で
〔
朝
鮮
人
幹
部
と
漢
人
幹
部
の
〕
関
係
は
十
分
に
親
密
で
は
な
い
。
…
…
多
く
の

と
こ
ろ
で
は
、
お
互
い
を
ま
る
で
よ
そ
者
で
仲
間
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
は
幹
部
の
思
想

面
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
隊
の
兵
士
が
農
村
に
入
り
民
衆
か
ら
服
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て
韓マ

マ
国
人
が
こ
れ
を
報
告
す
る

と
、
そ
の
隊
の
幹
部
は
事
情
も
よ
く
分
か
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
絶
対
に
韓マ

マ
国
人
が
報
告
し
た
に
違
い
な
い
」
と
い
う
。

韓マ

マ
国
人
部
隊
に
も
こ
の
よ
う
な
現
象
が
あ
る
。
…
…
現
在
の
あ
る
幹
部
は
自
分
の
兵
士
を
弁
護
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
正

し
く
な
い
。
…
…
私
た
ち
は
過
去
に
中マ

マ
国
人
の
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に
は
中マ

マ
国
人
を
派
遣
し
、
朝
鮮
人
の
と
こ
ろ
に
は
朝
鮮
人

を
派
遣
し
た
が
、〔
こ
れ
は
上
記
の
状
況
に
鑑
み
て
〕
や
む
を
得
ず
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

雍
文
濤
は
、
民
族
団
結
の
中
心
は
幹
部
の
団
結
で
あ
る
と
指
摘
し
、｢

現
在
延
辺
の
幹
部
構
成
は
複
雑
で
あ
り
、
中
国
人
も
い
れ
ば
朝

鮮
人
も
い
る
。
抗
日
聯
軍
も
い
れ
ば
八
路
軍
も
い
る
。
外
来
幹
部
も
い
れ
ば
現
地
幹
部
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
人
々

が
一
緒
に
い
て
問
題
が
起
こ
ら
な
い
の
は
不
可
能
で
あ
る｣

と
述
べ
た
。
ま
た
「
中
国
民
主
同
盟
と
朝
鮮
民
主
同
盟
と
に
分
け
て
指
導

す
る
の
は
良
い
点
が
あ
る
。
党
の
指
導
下
に
統
一
さ
せ
、
将
来
幹
部
ら
に
思
想
工
作
を
し
て
か
ら
併
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
現

在
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
発
言
も
し
た
）
65
（

。
こ
の
報
告
で
は
、
中
朝
民
族
問
題
に
対
す
る
発
言
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
て
い
た
。
こ
の

一
七
九
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よ
う
な
指
導
層
に
お
け
る
民
族
問
題
に
つ
い
て
は
、
延
安
幹
部
ら
も
深
刻
さ
を
認
識
し
て
解
決
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
う
か

が
え
る
。
上
述
の
通
り
、
中
共
中
央
も
初
期
に
は
民
盟
の
力
量
に
頼
っ
て
権
力
を
浸
透
さ
せ
た
が
、
当
時
朝
鮮
人
の
幹
部
ら
の
な
か
に

は
朝
鮮
民
族
解
放
を
最
優
先
と
考
え
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
、
中
共
も
民
盟
勢
力
の
強
大
化
を
警
戒

し
て
お
り
、
民
盟
幹
部
を
各
政
府
機
関
に
移
籍
さ
せ
る
な
ど
の
対
策
を
始
め
た
）
66
（

。
民
盟
勢
力
の
強
大
化
に
対
す
る
中
共
の
憂
慮
を
表
す

の
が
、
和
龍
県
で
活
動
し
て
い
た
延
安
幹
部
の
雲
青
に
よ
る
以
下
の
報
告
で
あ
る
）
67
（

。

　

第
一
は
、
多
く
の
同
志
が
政
府
、
軍
隊
、
民
主
大
同
盟
の
各
部
門
の
性
質
と
工
作
範
囲
、
お
よ
び
ど
の
よ
う
に
正
し
い
相
互
関

係
を
構
築
す
る
の
か
に
つ
い
て
し
っ
か
り
認
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
工
作
に
お
け
る
不
調
和
や
互
い
の
矛

盾
と
衝
突
が
発
生
す
る
現
象
が
現
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
政
府
、
軍
隊
、
民
主
大
同
盟
の
工
作
範
囲
を
明
確
に
理
解
で
き
な
い
ま
ま
各
自
が
政
治
を
行
う
た
め
、
工
作
が
統
一

さ
れ
ず
、
歩
調
も
一
致
せ
ず
、
幹
部
の
関
係
を
う
ま
く
処
理
で
き
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
幹
部
の
団
結
が
不
十
分
で
、
仕
事

の
効
率
も
悪
く
、
時
に
は
互
い
に
疑
っ
た
り
恨
ん
だ
り
し
て
対
立
に
ま
で
発
展
し
た
。

　

第
三
は
、
政
府
、
軍
隊
、
民
主
大
同
盟
の
工
作
範
囲
と
権
限
が
明
確
に
分
離
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
革
命
工
作
が
科
学
的
分
業

と
い
う
意
義
を
失
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
時
に
、
政
府
、
軍
隊
、
民
主
大
同
盟
で
働
く
同
志
は
、
自
ら
の
仕
事
の
核
心
を
知
ら

な
い
か
完
全
に
は
理
解
し
て
い
な
い
た
め
、
仕
事
の
効
率
が
低
下
す
る
の
と
同
時
に
民
衆
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
穀
物

の
徴
収
、
敵
産
の
没
収
、
軍
需
品
の
収
集
、
軍
費
と
穀
物
の
寄
付
、
反
動
派
の
逮
捕
な
ど
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

当
時
、
民
盟
は
延
辺
の
各
地
域
社
会
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
活
発
な
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し

一
八
〇
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た
。
雲
青
は
、
民
盟
の
工
作
範
囲
が
広
範
す
ぎ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
、
各
地
の
民
盟
は
上
級
、
即
ち
中
共

の
指
導
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
す
べ
て
の
活
動
を
上
級
（
中
共
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
民
盟
が
持
っ
て
い

た
影
響
力
を
削
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
当
時
ソ
連
軍
は
東
北
抗
日
聯
軍
と
協
力
関
係
に
あ
り
、
東
北
抗
日
聯
軍
の
指
揮
下
の
民
盟
を
支
持
し
、
ソ
連
寄
り
の
幹
部

を
養
成
し
て
ソ
連
の
延
辺
に
対
す
る
影
響
力
を
残
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
東
方
勤
労
者
共
産
大
学
出
身
の
林

民
鎬
の
主
張
が
挙
げ
ら
れ
る
。
民
盟
幹
部
で
あ
っ
た
林
民
鎬
は
、
一
九
四
九
年
に
延
辺
の
帰
属
を
め
ぐ
る
中
共
吉
林
省
委
員
会
民
族
工

作
座
談
会
に
お
い
て
、
ソ
連
の
体
制
に
倣
っ
て
延
辺
を
加
盟
共
和
国
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
）
68
（

。
こ
の
主
張
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
彼
が
ソ
連
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

中
共
中
央
は
ソ
連
軍
駐
留
中
に
は
民
盟
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ソ
連
軍
撤
退
後
の
一
九
四
六
年
六
月
に
民
盟
を
解
散
さ
せ

た
）
69
（

。
こ
れ
は
、
中
共
中
央
が
延
辺
社
会
へ
確
実
に
浸
透
で
き
る
力
量
を
す
で
に
蓄
積
し
た
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
、
和
龍
に

お
い
て
は
五
月
末
に
至
っ
て
も
民
盟
支
部
代
表
大
会
が
通
常
通
り
行
わ
れ
、
八
月
に
も
各
会
計
な
ど
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

完
全
に
は
解
散
さ
れ
ず
一
定
の
活
動
を
続
け
て
い
た
事
例
が
確
認
で
き
る
）
70
（

。
し
か
し
一
九
四
七
年
二
月
以
降
に
つ
い
て
は
活
動
を
確
認

で
き
ず
、
同
時
期
を
も
っ
て
民
盟
組
織
は
完
全
に
解
散
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
戦
後
初
期
の
延
辺
に
お
い
て
民
衆
か
ら
広
範
な
支
持
を
得
て
い
た
民
盟
の
発
足
か
ら
解
散
ま
で
の
過
程
を
詳
し
く
分
析

一
八
一
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し
、
民
盟
幹
部
の
動
向
と
民
盟
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
国
際
環
境
お
よ
び
中
共
の
民
族
政
策
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
。
各
章
の

分
析
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
民
盟
の
発
足
過
程
と
そ
の
活
動
の
検
討
を
通
じ
て
、
中
共
の
基
層
政
権
が
正
式
に
発
足
す
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て

民
盟
が
延
辺
に
お
け
る
事
実
上
の
基
層
政
権
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
戦
後
初
期
に
ソ
連
軍
の
指
示
で
結
成
さ
れ

た
諸
団
体
は
、
戦
前
の
人
脈
を
利
用
し
て
急
速
に
そ
の
規
模
を
増
大
さ
せ
、
民
盟
は
こ
の
よ
う
な
諸
団
体
を
統
合
し
て
発
足
し
た
。
東

北
抗
日
聯
軍
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
い
た
民
盟
の
綱
領
は
東
北
抗
日
聯
軍
の
も
の
と
一
致
し
て
お
り
、
中
共
の
提
唱
し
た
民
主
連
合
政

府
建
設
を
目
標
と
し
て
い
た
。
民
盟
は
、
鉄
道
の
管
理
を
は
じ
め
、
避
難
民
と
朝
鮮
人
捕
虜
の
救
済
、
武
装
組
織
の
結
成
、
新
聞
の
発

行
な
ど
実
質
的
な
政
府
機
能
を
有
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
民
盟
の
基
層
政
権
建
設
と
中
共
に
よ
る
民
盟
幹
部
の
吸
収
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
延
辺
に
お
け
る
朝
鮮
人
指
導
層

の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
共
は
戦
後
初
期
、
民
盟
会
員
が
主
要
な
政
権
基
盤
に
な
り
う
る
と
判
断
し
た
た
め
、
延
辺
の
朝
鮮

人
民
衆
と
連
携
す
る
際
に
民
盟
の
役
割
に
期
待
し
、
特
に
そ
の
基
層
組
織
の
利
用
を
企
図
し
て
い
た
。
中
共
政
権
が
安
定
化
し
て
く
る

と
、
中
共
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
延
安
幹
部
ら
が
政
治
講
習
会
を
実
施
し
て
民
盟
幹
部
を
「
教
育
」
す
る
と
と
も
に
、
延
安
の
指
示
に

従
順
な
朝
鮮
人
民
族
幹
部
の
養
成
を
始
め
、
政
権
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
盟
幹
部
は
最
終
的
に
権
力
中
枢

か
ら
追
放
さ
れ
、
中
共
中
央
は
延
安
派
の
朝
鮮
人
幹
部
と
自
ら
養
成
し
た
民
族
幹
部
を
併
用
し
て
朝
鮮
人
社
会
の
指
導
層
を
形
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
民
盟
幹
部
の
政
治
動
向
お
よ
び
民
盟
の
解
散
の
原
因
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
中
共
の
延
辺
に
お
け
る
権
力
浸

一
八
二
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透
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
民
盟
幹
部
に
は
朝
鮮
を
祖
国
と
見
な
す
意
識
が
強
く
、
朝
鮮
民
族
解
放
を
最
優
先
と
考
え
る
者
が
多
か
っ

た
。
民
盟
幹
部
は
民
族
解
放
と
国
家
解
放
の
い
ず
れ
を
優
先
す
べ
き
か
、
揺
れ
動
い
て
い
た
と
い
え
る
。
同
時
に
民
盟
指
導
層
と
民
間

の
漢
人
の
間
の
民
族
矛
盾
は
深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
は
中
共
中
央
の
民
族
統
一
戦
線
政
策
と
合
致
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
中
共

中
央
は
、
延
辺
社
会
へ
の
確
実
な
浸
透
に
十
分
な
力
量
を
蓄
積
す
る
と
、
ソ
連
軍
の
撤
退
に
合
わ
せ
て
民
盟
を
解
散
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
な
動
き
は
ソ
連
軍
の
支
持
を
受
け
て
い
た
民
盟
を
解
体
す
る
こ
と
を
通
じ
て
延
辺
に
お
け
る
ソ
連
軍
の
影
響
力
を
排
除
す
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
の
分
析
の
結
果
か
ら
は
、
中
共
の
民
族
政
策
推
進
の
過
程
と
、
戦
後
初
期
の
延
辺
を
取
り
巻
く
中
ソ
間
の
政
治
的
葛
藤
に
関

し
て
、
主
に
以
下
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
は
、
中
共
中
央
と
延
辺
朝
鮮
人
勢
力
と
の
間
の
民
族
政
策
を
め
ぐ
る
矛
盾
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
中
共
の
延
辺
朝
鮮

人
社
会
へ
の
浸
透
に
関
す
る
既
存
の
研
究
に
お
い
て
は
、
中
共
中
央
と
民
盟
が
互
い
に
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
た
事
実
を
取
り
上

げ
る
こ
と
な
く
、
民
盟
は
一
貫
し
て
中
共
中
央
を
擁
護
し
て
い
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
共
中
央
は
、
延
辺
地
域
社
会
に
お
い

て
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
民
族
団
体
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
民
族
政
策
を
実
施
す
る
際
の
障
害
を
取
り
除
い
た
。
中

共
中
央
と
民
盟
の
こ
の
よ
う
な
主
導
権
争
い
は
、
少
数
民
族
の
自
決
権
）
71
（

を
否
定
し
、
自
治
権
を
認
め
る
中
共
中
央
の
民
族
政
策
と
、
民

族
解
放
を
優
先
す
る
延
辺
朝
鮮
人
の
政
治
的
意
向
の
衝
突
と
も
い
え
る
。

　

第
二
は
、
延
辺
の
朝
鮮
人
勢
力
を
め
ぐ
っ
て
中
共
中
央
と
ソ
連
と
の
暗
闘
が
見
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
戦
後
延
辺
に
お
け
る
権
力
闘
争

に
お
い
て
、
ソ
連
軍
が
及
ぼ
し
た
影
響
力
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
軍
は
戦
後
初
期
、
中
共
中
央
勢
力

一
八
三
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註（1
）　

本
稿
で
使
用
す
る
「
戦
前
」「
戦
後
」
と
い
う
用
語
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
前
後
を
指
す
。

（
2
）　

本
稿
で
は
、
現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
領
域
を
一

九
四
八
年
以
前
は
朝
鮮
北
部
と
称
す
る
。
な
お
、
一
九
四
八
年
ま
で

の
朝
鮮
半
島
全
体
を
指
す
時
は
、
朝
鮮
と
称
す
る
。

（
3
）　

中
共
東
北
党
委
員
会
は
一
九
四
二
年
に
ソ
連
領
で
活
動
し
て
い

た
東
北
抗
日
聯
軍
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
九
月
二
一
日

に
は
彭
真
を
書
記
と
す
る
中
共
中
央
東
北
局
が
成
立
し
、
周
保
中
は

東
北
党
委
員
会
の
職
務
を
東
北
局
に
委
譲
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
東
北

党
委
員
会
は
解
消
さ
れ
た
。『
東
北
抗
日
聯
軍
闘
争
史
』
編
写
組
編
写

『
東
北
抗
日
聯
軍
闘
争
史
』
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
四

五
一
頁
、
四
九
四
頁
。

（
4
）　

沈
志
華
『
最
後
的
〝
天
朝
〞　　

毛
沢
東
、
金
日
成
与
中
朝
関

係
』（
増
訂
版
）
香
港
、
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
5
）　

丸
山
鋼
二
「
戦
後
初
期
の
満
州
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
「
政

府
」
樹
立
工
作
」『
文
教
大
学
国
際
学
部
紀
要
』
第
一
六
巻
第
一
号
、

二
〇
〇
五
年
、
大
沢
武
彦
「
戦
後
内
戦
期
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の

東
北
支
配
と
対
ソ
交
易
」『
歴
史
学
研
究
』
第
八
一
四
号
、
二
〇
〇
六

年
、
鄭
成
『
国
共
内
戦
期
の
中
共
・
ソ
連
関
係　
　

旅
順
・
大
連
地

区
を
中
心
に
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

（
6
）　

田
原
史
起
『
中
国
農
村
の
権
力
構
造　
　

建
国
初
期
の
エ
リ
ー

ト
再
編
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
や
、
陳
益
元
『
建
国
初
期

農
村
基
層
政
権
建
設
研
究　

一
九
四
九
〜
一
九
五
七
―
以
湖
南
省
醴

陵
県
為
個
案
』
上
海
、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、

鄭
浩
瀾
『
中
国
農
村
社
会
と
革
命　
　

井
岡
山
の
村
落
の
歴
史
的
変

遷
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
な
ど
。

（
7
）　

熊
倉
潤
『
民
族
自
決
と
民
族
団
結　
　

ソ
連
と
中
国
の
民
族
エ

一
八
四

を
利
用
し
つ
つ
も
、
親
ソ
派
に
よ
る
地
方
政
権
設
立
の
意
図
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
中
共
中
央
の
東
北
浸
透
を
牽
制
し
よ

う
と
し
た
。
中
共
中
央
が
延
辺
で
実
施
し
た
各
種
政
策
は
換
言
す
れ
ば
ソ
連
か
ら
の
影
響
を
排
除
す
る
政
策
で
あ
り
、
一
地
方
に
お
い

て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中
共
中
央
と
ソ
連
と
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
は
、
社
会
主
義
陣
営
に
お
け
る
中
共
の
地
位
に
関
わ
る
勢
力
争
い
の
構

図
も
集
約
さ
れ
て
い
た
。
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リ
ー
ト
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
、
一
一
二
頁
、
一
四
〇

頁
。

（
8
）　

毛
里
和
子
『
周
縁
か
ら
の
中
国　
　

民
族
問
題
と
国
家
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
加
々
美
光
行
『
中
国
の
民
族
問
題　
　

危
機
の
本
質
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。

（
9
）　

尹
国
花
「
国
共
内
戦
期
延
辺
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
民
族
政

策　
　

朝
鮮
人
幹
部
の
動
向
を
中
心
と
し
て
」『
歴
史
学
研
究
』
第
九

九
七
号
、
二
〇
二
〇
年
。

（
10
）　

李
海
燕
『
戦
後
の
「
満
州
」
と
朝
鮮
人
社
会　
　

越
境
・
周

縁
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
廉
仁

鎬
『
또 

하
나
의 

한
국
전
쟁
』
ソ
ウ
ル
、
歴
史
批
評
社
、
二
〇
一
〇
年
、

孫
春
日
『
中
国
朝
鮮
族
史
稿
』
長
春
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
一

一
年
、
前
掲
註
（
4
）
沈
志
華
『
最
後
的
〝
天
朝
〞　　

毛
沢
東
、
金

日
成
与
中
朝
関
係
』
な
ど
。

（
11
）　

李
鳳
求
「
延
吉
県
龍
井
市
歓
迎
蘇
聯
紅
軍
委
員
会
及
人
民
民
主

大
同
盟
的
概
況
」
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
龍
井
市
委
員
会
文
史
資

料
研
究
委
員
会
編
『
龍
井
文
史
資
料
』
第
三
輯
、
龍
井
、
出
版
社
不

明
、
一
九
九
〇
年
、
三
頁
。

（
12
）　

青
年
同
盟
傘
下
の
八
歳
か
ら
一
四
歳
以
下
の
少
年
が
参
加
す
る

少
年
大
衆
組
織
の
こ
と
を
指
す
。

（
13
）　

姜
東
柱
「
従
〝
八
・
一
五
〞
到
十
一
月
間
的
延
辺
工
作
」
延
辺

朝
鮮
族
自
治
州
檔
案
局
（
館
）
編
『
中
共
延
辺
吉
東
吉
敦
地
委
延
辺

専
署
重
要
文
件
匯
編
』
第
一
集
、
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九

八
五
年
、
二
頁
。

（
14
）　

金
東
和
『
연
변
청
년
운
동
사
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一

九
八
八
年
、
二
四
一
頁
。

（
15
）　

和
田
春
樹
『
金
日
成
と
満
州
抗
日
戦
争
』
平
凡
社
、
一
九
九
二

年
、
一
六
四
頁
、「
中
共
吉
東
省
委
給
南
満
省
委
、
道
南
特
委
、
二
軍

党
委
、
二
軍
二
師
党
委
的
信
（
節
選
）　　

関
与
二
軍
二
師
五
団
改
編

独
立
旅
等
問
題
（
一
九
三
七
年
五
月
二
五
日
）」
中
共
延
辺
州
委
員
会

党
史
研
究
室
編
『
東
満
地
区
革
命
歴
史
文
件
匯
編
』
下
冊
、
延
吉
、

（
出
版
社
不
明
）、
一
九
九
九
年
、
一
四
九
四
頁
。

（
16
）　

前
掲
註
（
9
）
拙
稿
「
国
共
内
戦
期
延
辺
に
お
け
る
中
国
共
産

党
の
民
族
政
策
」。

（
17
）　

一
九
四
〇
年
末
か
ら
一
九
四
一
年
の
初
頭
に
か
け
て
、
東
北
抗

日
聯
軍
は
、
ソ
連
極
東
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
双
城
子
に
後
退
し
、
そ

れ
ぞ
れ
北
野
営
と
南
野
営
と
改
称
し
、
党
委
員
会
を
設
け
た
。
一
九

四
二
年
七
月
に
二
つ
の
野
営
を
統
合
し
て
東
北
抗
日
聯
軍
教
導
旅
団

が
設
立
さ
れ
、
ソ
連
極
東
軍
の
管
轄
下
に
あ
り
、
ソ
連
極
東
方
面
軍

第
八
八
独
立
歩
兵
旅
団
の
番
号
を
持
っ
て
い
た
。
周
保
中
が
旅
団
長

を
務
め
て
い
た
。
前
掲
註
（
3
）『
東
北
抗
日
聯
軍
闘
争
史
』。

（
18
）　

리
광
인
「
시
련
을 

이
겨
낸 

사
람
들
」、《
中
国
朝
鮮
族
歴
史
足
迹
》

一
八
五
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編
輯
委
員
会
編
『
중
국
조
선
민
족
발
자
취
총
서
四　

결
전
』
北
京
、
民

族
出
版
社
、
一
九
九
一
年
二
八
七
頁
〜
二
八
九
頁
。
辛
珠
柏
『
만
주
지
역 

한
인
의 
민
족
운
동
사
（
一
九
二
〇
〜
四
五
）』
ソ
ウ
ル
、
ア
ジ
ア
文
化

社
、
一
九
九
九
年
、
四
六
五
頁
〜
四
六
六
頁
。

（
19
）　

前
掲
註
（
14
）
金
東
和
『
연
변
청
년
운
동
사
』
二
四
二
頁
。

（
20
）　

前
掲
註
（
13
）
姜
東
柱
「
従
〝
八
・
一
五
〞
到
十
一
月
間
的
延

辺
工
作
」
三
頁
。

（
21
）　

雍
文
濤
「
在
延
辺
地
委
第
一
次
拡
大
会
議
上
雍
文
濤
同
志
的
報

告
及
結
論
」
前
掲
註
（
13
）
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
檔
案
局
（
館
）
編

『
中
共
延
辺
吉
東
吉
敦
地
委
延
辺
専
署
重
要
文
献
匯
編
』
第
一
集
、
二

一
頁
。

（
22
）　｢

労
農
青
総
同
盟
이
改
変 

中
華
民
国
東
北
延
辺
人
民
民
主
大
同

盟　
　

人
民
의
各
層
을
抱
括
하
는
組
織
体｣

『
韓
民
日
報
』
一
九
四

　

五
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
23
）　｢

人
民
戦
線
의
勝
利
（
二
）　　

民
主
大
同
盟
延
吉
県
代
表
大
会

要
録｣

『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
一
月
一
三
日
。

（
24
）　

黄
森｢

延
辺
是
我
們
勝
利
前
進
的
基
地｣

韓
俊
光
、
姚
作
起
編

『
解
放
戦
争
時
期
的
東
満
根
据
地
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九

九
一
年
、
九
七
頁
。

（
25
）　

池
喜
謙
「
民
盟
運
動
의
総
結
과
금
後
의
進
路
」『
延
辺
民
報
』
一

　

九
四
五
年
一
二
月
二
五
日
。

（
26
）　
「
全
心
全
意
為
人
民
創
建
延
辺
根
拠
地　
　

訪
延
辺
地
委
第
一
任

書
記
、
国
家
緑
化
委
員
会
副
主
任
雍
文
濤
」
前
掲
註
（
24
）
韓
俊
光
、

姚
作
起
編
『
解
放
戦
争
時
期
的
東
満
根
据
地
』
一
〇
頁
。

（
27
）　

池
喜
謙｢

光
復
初
期
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
及
其
活
動｣

中
国

人
民
政
治
協
商
会
議
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
委
員
会
文
史
資
料

委
員
会
編
『
文
史
資
料
選
輯
』
第
一
輯
、
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、

一
九
八
二
年
、
六
頁
。

（
28
）　
「
교
통
기
관
은
우
리
의
동
맥　
　

延
辺
鉄
路
労
働
組
合
遂
結
成

　
　

새
로
운
리
렴
으
로
직
장
을
사
수｣

『
韓
民
日
報
』
一
九
四
五
年
一

〇
月
二
〇
日
。
前
掲
註
（
14
）
金
東
和
『
연
변
청
년
운
동
사
』
二
五

三
頁
。

（
29
）　

前
掲
註
（
27
）
池
喜
謙｢

光
復
初
期
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
及

其
活
動｣

六
頁
。

（
30
）　｢

朝
鮮
在
外
戦
災
同
胞
救
済
会
大
陸
班
東
北
地
区
各
地
로 

出
発

　
　

연
변
동
포
는
青
年
同
盟
에
일
임｣

『
韓
民
日
報
』
一
九
四
五
年

一
〇
月
二
四
日
。

（
31
）　｢

피
란
민
을
구
호
하
라　
　

紅
軍
司
令
官
이 

命
令｣

『
韓
民
日
報
』

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
〇
日
。

（
32
）　｢

延
吉
捕
虜
收
容
所
에
韓
人
壯
丁
千
二
百
―
各
団
体
에
서
救
出

運
動
展
開｣

『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
二
月
三
〇
日
。

（
33
）　｢
이
들
에
게
生
命
水
를
주
고
저
朝
鮮
人
捕
虜
壮
丁
救
済
委
員
会

一
八
六
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組
織　
　

各
機
関
과
一
般
有
志 

뫃
아
서｣

『
延
辺
民
報
』
一
九
四
六

年
二
月
一
四
日
。

（
34
）　｢
延
吉
市
大
同
盟
大
会
・
많
은
成
果
얻
고 

遂
終
幕
！｣

『
延
辺
民

報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
二
日
。

（
35
）　

前
掲
註
（
11
）
李
鳳
求｢

延
吉
県
龍
井
市
歓
迎
蘇
聯
紅
軍
委
員

会
和
人
民
民
主
大
同
盟
的
概
況｣

五
頁
。

（
36
）　

前
掲
註
（
14
）
金
東
和
『
연
변
청
년
운
동
사
』
二
四
三
頁
。

（
37
）　

白
洞
活｢

연
변
인
민
민
주
대
동
맹
의 

력
사
적 

역
할｣

中
国
人
民

政
治
協
商
会
議
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
委
員
会
文
史
資
料
委
員

会
編
『
연
변
문
사
자
료
』
第
二
集
、
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一

九
八
四
年
、
二
二
二
頁
、
前
掲
註
（
14
）
金
東
和
『
연
변
청
년
운
동
사
』

二
四
二
頁
。

（
38
）　

前
掲
註
（
27
）
池
喜
謙｢

光
復
初
期
延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
及

其
活
動｣

。

（
39
）　｢

延
辺
民
報
를
機
関
紙
로
決
定　
　

民
主
同
盟
延
吉
県
執
委
에

서｣

『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
一
月
九
日
。

（
40
）　

金
虎
雄
『
四
海
之
内
皆
兄
弟　
　

朝
鮮
族
教
育
家
林
民
鎬
』
北

京
、
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
三
頁
。

（
41
）　

金
順
姫
、
張
相
権
『
金
燦
海
伝
』
延
吉
、
延
辺
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
、
四
七
頁
、
四
九
頁
。

（
42
）　

前
掲
註
（
9
）
拙
稿
「
国
共
内
戦
期
延
辺
に
お
け
る
中
国
共
産

党
の
民
族
政
策
」。

（
43
）　｢

艱
苦
的
歳
月
戦
闘
的
歴
程　
　

訪
中
紀
委
委
員
陳
坦｣

前
掲
註

（
24
）
韓
俊
光
、
姚
作
起
編
『
解
放
戦
争
時
期
的
東
満
根
据
地
』
五
九

頁
。

（
44
）　

羅
亜
輝｢

在
延
辺
建
政
的
日
子
里｣

前
掲
註
（
24
）
韓
俊
光
、

姚
作
起
編
『
解
放
戦
争
時
期
的
東
満
根
据
地
』
八
六
頁
。

（
45
）　
「
新
社
会
建
設
의
일
꾼
들
！　
　

延
辺
人
民
民
主
大
同
盟
政
治

講
習
生
의
雄
図
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
二
月
二
三
日
、「
中
華

民
国
人
民
民
主
大
同
盟
政
治
講
習
一
覧
（
上
）」『
延
辺
民
報
』
一
九

四
五
年
一
二
月
二
五
日
、「
中
華
民
国
人
民
民
主
大
同
盟
政
治
講
習
一

覧
（
下
）」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
二
月
三
〇
日
、「
政
治
講

習
의
成
果　
　

今
後
活
動
에 

期
待
가
多
大
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四

六
年
一
月
二
六
日
、
前
掲
註
（
37
）
白
洞
活｢

연
변
인
민
민
주
대
동
맹
의 

력
사
적 

역
할｣

二
〇
九
頁
、
二
二
四
頁
。

（
46
）　

前
掲
註
（
24
）
黄
森｢

延
辺
是
我
們
勝
利
前
進
的
基
地｣

一
〇

一
頁
。

（
47
）　

金
哲｢

東
満
の
民
主
大
同
盟
に
関
す
る
考
察｣

『
法
政
研
究
』
第

七
一
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

（
48
）　

徐
焔
著
、
朱
建
栄
訳
『
一
九
四
五
年
満
州
進
軍　
　

日
ソ
戦
と

毛
沢
東
の
戦
略
』
三
五
館
、
一
九
九
三
年
、
二
一
九
頁
。

（
49
）　

朱
建
華
『
東
北
解
放
戦
争
史
』
哈
爾
浜
、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、

一
八
七



88

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
二
号

東洋学報　第104巻２号　戦後初期、延辺における基層社会政権の変容　念校

一
九
八
七
年
、
二
九
頁
。

（
50
）　
「
講
習
生
卒
業
式
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五
年
一
二
月
二
三
日
。

（
51
）　

金
永
炅
「
延
辺
政
治
講
習
의 

意
義
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
五

年
一
二
月
二
三
日
。

（
52
）　

前
掲
註
（
9
）
拙
稿
「
国
共
内
戦
期
延
辺
に
お
け
る
中
国
共
産

党
の
民
族
政
策
」。

（
53
）　

同
右
。

（
54
）　
「
夜
学
講
習
会
」『
韓
民
日
報
』
一
九
四
五
年
十
月
二
日
。

（
55
）　

和
龍
県
同
盟
「
人
民
民
主
大
同
盟
和
龍
県
同
盟
第
一
回
拡
大
委

員
会
記
録
」
一
九
四
六
年
二
月
一
六
、
和
龍
県
檔
案
局
革
命
歴
史
檔

案
（
三
七
―
一
九
四
六
―
〇
〇
五
）。

（
56
）　

池
喜
謙
「
三
月
一
日
을
앞
두
고　
　

各
県
民
盟
委
員
同
志
들
에

게
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
八
日
。

（
57
）　
「
市
民
総
動
員
下
에
三
一
記
念
式
을
挙
行　
　

先
鋒
은
闘
争
의 

歴
史
가
진
老
人
層　
　

동
무
여
！ 

태
극
기
들
고
나
서
라
！ 
내
일
은 

三
一
記
念
‼
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
六
年
二
月
二
八
日
。

（
58
）　
「
新
朝
鮮
建
設
은
우
리
의
課
業　
　

三
一
節
의
祝
砲
声　
　

朝

　

陽
川
서
荘
厳
한
記
念
式
挙
行
」『
延
辺
民
報
』
一
九
四
六
年
三
月
一
三
日
。

（
59
）　

前
掲
註
（
13
）
姜
東
柱
「
従
〝
八
・
一
五
〞
到
十
一
月
間
的
延

辺
工
作
」
三
頁
。

（
60
）　

延
峰
「
当
年
他
們
都
很
年
軽　
　

記
来
自
延
安
的
幹
部
在
延
辺

工
作
」
金
東
和
主
編
『
閃
光
的
青
春　
　

解
放
戦
争
時
期
的
延
辺
青

年
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
九
頁
。
当
時
、

漢
人
は
日
本
人
を｢

大
鬼
子｣

と
呼
び
、
大
挙
移
住
し
て
き
て
「
二

等
公
民
」
と
な
っ
て
い
た
朝
鮮
人
を
日
本
侵
略
の
先
鋒
と
い
う
意
味

で
「
二
鬼
子｣

と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。

（
61
）　

前
掲
註
（
24
）
黄
森｢

延
辺
是
我
們
勝
利
前
進
的
基
地｣

九
七

頁
。

（
62
）　

延
安
幹
部
ら
の
到
着
後
、
吉
林
省
委
か
ら
も
延
辺
地
方
に
幹
部

を
派
遣
し
て
き
て
お
り
、
延
辺
行
政
督
察
専
員
公
署
の
初
代
専
員
関

選
庭
も
省
委
か
ら
の
派
遣
で
あ
っ
た
。

（
63
）　｢

周
保
中
同
志
関
於
延
吉
工
作
任
務
問
題
致
姜
信
泰
的
信
（
摘

録
）
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
九
日｣

中
共
吉
林
省
委
党
史
研
究
室
編

『
東
満
根
据
地
』
白
城
、
中
共
吉
林
省
委
党
史
研
究
室
、
一
九
九
四

年
、
一
九
頁
。

（
64
）　

雍
文
濤
「
在
延
辺
地
委
第
一
次
拡
大
会
議
上
雍
文
濤
同
志
的
報

告
及
結
論
」
前
掲
註
（
13
）
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
檔
案
局
（
館
）
編

『
中
共
延
辺
吉
東
吉
敦
地
委
延
辺
専
署
重
要
文
件
匯
編
』
第
一
集
、
一

一
頁
、
一
三
頁
。

（
65
）　

前
掲
註
（
21
）
雍
文
濤
「
在
延
辺
地
委
第
一
次
拡
大
会
議
上
雍

文
濤
同
志
的
報
告
及
結
論
」
一
七
頁
、
二
二
頁
。

（
66
）　
「
盟
籍
移
転
証
明
書
」
一
九
四
六
年
五
月
一
七
日
、
和
龍
県
檔
案

一
八
八
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局
革
命
歴
史
檔
案
（
三
七
―
一
九
四
六
―
〇
一
五
）。

（
67
）　

雲
青
「
談
談
政
府
軍
隊
与
民
主
大
同
盟
的
任
務
権
限
与
相
互
関

係
等
問
題
！
」
一
九
四
六
年
二
月
一
日
、
和
龍
県
檔
案
局
革
命
歴
史

檔
案
（
一
―
一
九
四
六
―
〇
〇
四
）。

（
68
）　

崔
国
哲
著
、
陳
雪
鴻
訳
『
朱
徳
海
評
伝
』
延
吉
、
延
辺
人
民
出

版
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
四
頁
。

（
69
）　

民
盟
の
「
自
主
」
的
解
散
時
期
に
つ
い
て
は
、
各
文
献
で
は
六

月
、
七
月
、
八
月
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
記
録
が
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
夏
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
記
載
が
最
も
多

い
六
月
を
解
散
時
期
と
し
て
採
択
し
た
。

（
70
）　
「
各
支
部
代
表
大
会
의
関
한
件
」
一
九
四
六
年
五
月
二
一
日
、
和

龍
県
檔
案
局
革
命
歴
史
檔
案
（
三
七
―
一
九
四
六
―
〇
一
一
）、「
為

図
書
購
入
費
由
県
政
府
一
般
会
計
借
用
金
返
還
」
一
九
四
六
年
八
月

一
七
日
、
和
龍
県
檔
案
局
革
命
歴
史
檔
案
（
三
七
―
一
九
四
六
―
〇

三
五
、
〇
三
六
、
〇
三
七
）、「
双
十
節
을
맞
이
하
여
展
開
된
各
地
의

擁
軍
熱
」『
吉
東
日
報
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
八
日
、「
郷
土
를
지

키
는
人
民
軍
隊
를
各
地
群
衆
熱
烈
히
慰
労
」『
吉
東
日
報
』
一
九
四
六

年
一
一
月
一
七
日
、「
敦
化
城
関
区
万
余
群
衆
擁
軍
大
会
를
開
催　
　

即

　

席
에
서
二
十
九
名
青
年
光
栄
하
게
参
軍　
　

날
로
高
潮
되
는
擁
軍
熱
」

　
『
吉
東
日
報
』
一
九
四
七
年
二
月
二
二
日
。

（
71
）　

少
数
民
族
地
域
の
区
域
自
治
と
は
、
不
可
分
の
統
一
国
家
、
社

会
主
義
、
党
の
指
導
と
い
う
強
力
な
枠
組
み
の
う
ち
に
お
け
る
「
自

治
」
の
こ
と
を
指
す
。
前
掲
註
（
8
）
毛
里
和
子
『
周
縁
か
ら
の
中

国　
　

民
族
問
題
と
国
家
』
四
九
頁
。

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

一
八
九
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The Transformation of the Grass-Roots Political Power of Yanbian Region

in the Early Postwar Period: Focusing on the Relationship between

the Yanbian Democratic League and the Chinese Communist Party

YIN Guohua

     This article analyzes the activities and the dissolution process of the 

Yanbian Democratic League (“the League”), a Korean social organization 

formed in Yanbian in the early period after the World War II. In this way, the 

article clarifies the interrelationship between the political trends of the area 

and the ethnic policies of the Chinese Communist Party (CCP).

     After the war, various social organizations led by Koreans were formed 

one after another in Yanbian, and were integrated into the League. Initially, the 

CCP planned to incorporate the Korean communist in the League as a means 

to promote its influence in Yanbian’s society. Therefore, to verifying the activ-

ities of the League and its interaction with the CCP is extremely important for 

making clear that what the ethnic policies of the CCP were in Yanbian.

     Previous studies often assumed that the League was established and dis-

solved spontaneously. Nevertheless, the formation of the League was largely 

stimulated by the instruction of the Soviet forces stationed in Yanbian. Before 

CCP and its grassroot organizations penetrated the local communities, it was 

actually the League that served as the basic unit of the political power in Yan-

bian. And the success of the League in enhancing local presence was due in 

large part to the support and the guidance of the Soviet military, which sought 

to maintain its influence in the locality by training Soviet-leaning cadres.

     Even so, since the cadres of the League had a long-term base of resi-

dence in Yanbian, many of them remained in Yanbian after the war. Many of 

them recognized Korea as their homeland and gave top priority to the libera-

tion of the Korean nation. While working with the League and absorbing its 

cadres into the CPC, the CCP was at the same time wary of the growing pow-

er of the League, and dissolved the League as the Soviet forces withdraw from 

iv
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Yanbian. This action by the CPC was also a policy located in the border region 

between China, the Soviet Union, and the North Korean state, which aimed to 

eliminate the tremendous influence of the Soviet Union and the North Korean 

state, and establish a stable CPC government in Yanbian.

v


	東洋学報第104巻２号
	001～030　魏晋南北朝時代における仏教と剃髪
	031～058　『七家集』と『八家集』
	059～090　戦後初期、延辺における基層社会政権の変容

	Y１～８　 批評と紹介
	英文要旨
	投稿規定

